
(8)･r,l戊27il三7)H E]a,618･,3 高 尾 LIJ報

大
自
然
を
修
行
道
場
と
す
る
実
践
行
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Lハ
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七
口
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梅
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中
修
行
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
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日
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不
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に

災
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女
に
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そ
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と
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'指
ま
で
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行
を
行

い
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行

を
修

し
ま
し

た
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沌

行
後
は

山
上
を
目
指
し
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立

'

れ
E3;苑

･
仏
舎
利
塔
前
に
て
班
女
が

4
=
流
し
た
後
'
参
瀧
所
で
あ
る
大
本

班

に
到
竹山
､
続
い
て
大
本
望
に
て
tI

巻
経
へ
夕
食
後
に
は
月
給
観
を
行

い､

翌
日
に
揃
え
て
就
C2(さ
れ
ま
し
た
.

翌
口
は
五
時
半
か
ら
の
り
制
御
遡

摩

供
に
参
加
し
､
制
食
の
後
､
般
若

心
経
を
1
革
に
=
=き
写
す
写
経
を
行

い
､
そ

の
後
'
山

中
照
出
先
iiJに
よ

る
法
話
､
｢邸
系
坊
主
が
見
た
仏
教
｣
を

鹿
問
さ
れ
ま
し
た
O

昼
食
の
後
､
山
屈
ま
で
回
峰

行
を

行
い
､
下
山
の
後
､
栄
位
大
腰

作
供

が
戚
修
さ
れ
､
不
軌
院
に
移
軌

し
て

解
散
し
'
参
加
の
皆
様
が
州
魔

成
満

さ
れ
ま
し
た
｡

Eil中照X先生による法忘､r理系坊主が見た仏軌


